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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
く
中
、私
た
ち
は
悲
痛
、暗
鬱
、

祈
り
の
日
々
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
の
分
断
は
深
ま
り
、
日
本

を
含
め
た
世
界
各
国
で
、
紛
争
の
軍
事
的
解
決
の
た
め
の
軍
備
増
強
が
常

態
化
さ
れ
、
加
速
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
実
に
対
し
、
世
界
の
宗

教
界
、
我
々
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
何
を
な
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
際
宗
教
系
人
道
N
G
O
は
い
ち
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
対
す
る

緊
急
人
道
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
や
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

国
際
共
同
会
長
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
キ
リ
ル
総

主
教
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
談
を
も
ち
、
戦
争
の
即
時
停
止
、
人
道
支
援
、

恒
久
平
和
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　

キ
リ
ル
総
主
教
は
、
府
主
教
と
し
て
ロ
シ
ア
正
教
会
の
国
際
活
動
を
担

っ
て
い
た
時
代
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
役
員
を
務
め
ら
れ
、
私
も
ベ
ン
ド
レ
ー

前
事
務
総
長
と
と
も
に
、
３
回
ほ
ど
モ
ス
ク
ワ
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
英

語
を
話
し
、
国
際
的
課
題
を
熟
知
し
た
人
物
で
し
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ロ
シ
ア

委
員
会
（
ロ
シ
ア
諸
宗
教
評
議
会
―
ロ
シ
ア
正
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
仏
教

な
ど
が
参
画
）
設
立
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
キ
リ
ル
総
主
教
は
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
正

当
化
す
る
思
想
で
あ
る
「
ル
ス
キ
ー
・
ミ
ー
ル
（
ロ
シ
ア
世
界
）」、
す
な

わ
ち
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
ー
ウ
を
そ
の
歴
史
的
、
宗
教
的
聖
地
と
す
る
大
ロ

シ
ア
主
義
の
信
奉
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
共
産
主
義
政
権
下
で
弾
圧
を
受

け
て
き
た
ロ
シ
ア
正
教
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
も
と
で
事
実
上
の
国
家
宗

教
と
し
て
復
興
し
、
確
固
た
る
地
位
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
ロ
シ
ア
正
教
会

は
国
際
的
な
組
織
で
あ
る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
や
Ｗ
Ｃ
Ｃ
（
世
界
教
会
協
議
会
）
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。

　

戦
争
終
結
の
た
め
に
世
界
の
宗
教
界
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
と
り
わ
け

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
課
さ
れ
た
役
割
を
考
え
る
際
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、「
ル

ス
キ
ー
・
ミ
ー
ル
」
の
背
景
に
世
界
宗
教
史
に
関
わ
る
歴
史
的
現
在
が
横

た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
以
後
、
３
３
０

年
ロ
ー
マ
帝
国
の
新
首
都
と
な
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
現
在

の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
は
「
第
二
ロ
ー
マ
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
１
４
５

３
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
陥
落
し
、
正
教

会
の
中
心
は
事
実
上
モ
ス
ク
ワ
に
移
さ
れ
、
世
界
の
東
方
正
教
会
信
者
２

億
５
０
０
０
万
人
の
３
分
の
２
を
占
め
る
ロ
シ
ア
正
教
会
が
「
第
三
ロ
ー

マ
」
を
主
張
し
ま
す
。
東
西
の
教
会
は
１
９
６
４
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
パ
ウ

ロ
６
世
と
東
方
正
教
会
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
テ
ナ
ゴ

ラ
ス
が
会
談
し
、
２
０
１
４
年
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
バ
ル
ソ
ロ
メ
オ
ス
１
世
が
統
一
へ
の
共
同
宣
言
に
署

名
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
２
月
に
は
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
キ
リ
ル

総
主
教
が
、
ロ
ー
マ
教
会
と
東
方
正
教
会
が
分
裂
し
て
か
ら
１
０
０
０
年

ぶ
り
に
キ
ュ
ー
バ
の
ハ
バ
ナ
で
会
談
し
ま
す
。

　

戦
争
終
結
の
た
め
の
外
交
努
力
に
は
、
国
際
諸
宗
教
組
織
と
し
て
の
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
た
諸
宗
教
外
交
が
必
要
で
す
。
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
の
独
立
を
承
認
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
総
主
教
次
席
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
府
主
教
を
国

際
共
同
議
長
に
迎
え
、
ロ
シ
ア
正
教
会
キ
リ
ル
総
主
教
と
の
関
係
に
お
い

て
は
同
じ
く
次
席
の
ヒ
ラ
リ
オ
ン
府
主
教
と
の
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
緊

急
人
道
支
援
や
宗
教
指
導
者
に
よ
る
停
戦
に
向
け
た
働
き
か
け
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、世
界
宗
教
史
の
歴
史
的
現
在
に
基
づ
き
、ギ
リ
シ
ャ
正
教
、

ロ
シ
ア
正
教
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
各
派
の
代
表
を
含
め
た
緊
急
対
話
の
場

を
設
け
、
停
戦
、
終
戦
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
の
諸
宗
教
外
交
を
展
開

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

WCRP日本委員会特別会員
前WCRP国際副事務総長
立正佼成会学林学長

杉野恭一

「ロシアのウクライナ侵攻により」
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2022・５・20

学
習
会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
打
開
に

向
け
て
～
様
々
な
信
仰
を
持
つ
市
民
の

行
動
と
連
帯
～
」
の
開
催

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
４
月
９
日
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・
日
本
グ

ル
ー
プ
と
国
際
自
由
宗
教
連
盟
（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
日

本
チ
ャ
プ
タ
ー
と
の
共
催
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を
実
施
し
た
。
こ

れ
に
約
５
０
０
人
の
信
仰
を
持
つ
市
民
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
中
で
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
黒

住
宗
道
理
事
（
黒
住
教
教
主
）
は
、
こ
の
会
合
の

趣
旨
に
つ
い
て
、「
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
和

平
に
向
け
た
国
際
社
会
の
動
向
に
つ
い
て
学
び
、ま

た
宗
教
界
の
動
き
を
概
観
し
な
が
ら
、
信
仰
を
持

つ
私
た
ち
の
で
き
る
実
践
に
つ
い
て
話
し
合
い
た

い
」
と
述

べ
、
私
た

ち
一
人
ひ

と
り
の
実

践
に
向
け

た
学
習
の

機
会
に
し

た
い
と
語

っ
た
。

　

続
い
て
、

「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機

へ
の
国
際

社
会
の
対
応
と
市
民
の
役
割
」
と
題
し
、
上
智
大

学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科

の
植
木
安
弘
教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
植
木

教
授
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
は
、

国
家
主
権
の
尊
重
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
武
力

に
よ
る
威
嚇
を
行
わ
な
い
と
い
う
国
連
憲
章
で
規

定
さ
れ
て
い
る
規
範
や
原
則
を
無
視
し
、
戦
後
の

国
際
秩
序
を
根
底
か
ら
揺
れ
動
か
す
も
の
で
あ
る

と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
国
連
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
常
任
理
事
国
の
ロ
シ
ア

に
よ
っ
て
安
全
保
障
理
事
会
が
十
分
に
機
能
し
な

い
一
方
、
緊
急
特
別
総
会
が
開
か
れ
、
ロ
シ
ア
非

難
や
即
時
停
戦
要
求
が
賛
成
１
４
１
カ
国
に
よ
っ

て
決
議
さ
れ
た
こ
と
や
国
際
司
法
裁
判
所
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
訴
訟
を
認
め
、
仮
保
全
措
置
を
命
令
し

た
こ
と
、
国
連
人
権
理
事
会
が
人
権
調
査
委
員
会

を
設
立
し
た
こ
と
な
ど
、
国
連
に
よ
る
和
平
努
力

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
国
連
の
課
題
に
つ
い

て
も
言
及
し
、
安
全
保
障
理
事
会
の
改
革
や
総
会

の
権
限
強
化
、
そ
し
て
核
兵
器
や
化
学
兵
器
な
ど

の
大
量
破
壊
兵
器
へ
の
対
処
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
そ
し
て
、
市
民
の
役
割
と
し
て
、
難
民
や
避

難
民
へ
の
大
規
模
な
支
援
活
動
や
国
際
機
関
や
赤

十
字
な
ど
へ
の
資
金
援
助
、
祈
り
の
集
い
な
ど
の

精
神
的
サ
ポ
ー
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
適
切
な
情
報
発
信
、
難
民
受
け
入
れ
な
ど
の

活
動
を
あ
げ
、
市
民
の
役
割
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。

　

こ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
宗
教
活
動
に
取
り
組

む
日
本
山
妙
法
寺
の
寺
沢
潤
世
僧
侶
に
よ
る
ロ
シ

ア
の
軍
事
侵
攻
直
後
の
現
地
の
様
子
が
、
録
画
に

よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
「
諸
宗

教
パ
ネ
ル
か
ら
の
応
答
」
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ

ｆ
Ｐ
国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・
日
本
グ
ル
ー
プ
の

田
中
常
隆
代
表
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
委
員

会
の
杉
野
恭
一
前
副
事
務
総
長
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｆ
日
本

チ
ャ
プ
タ
ー
の
杉
山
利
予
氏
が
報
告
し
た
。
杉
野

恭
一
前
副
事
務
総
長
は
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

に
取
り
組
む
宗
教
者
の
役
割
と
し
て
、
実
際
に
行

わ
れ
て
い
る
戦
争
を
即
時
停
戦
に
導
く
た
め
の
取

り
組
み
、
大
規
模
な
難
民
支
援
の
実
施
、
そ
し
て

恒
常
的
な
和
解
の
た
め
の
取
り
組
み
を
あ
げ
、
国

際
的
な
宗
教
者
の
実
際
的
な
取
り
組
み
や
今
後
の

可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
、Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ 

ー
ズ
・
日
本
グ
ル
ー
プ
創
設
者
・
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｆ
日
本
チ

ャ
プ
タ
ー
委
員
長
の
酒
井
教
雄
師
が
挨
拶
し
、
他

国
の
戦
争
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

同
じ
地
球
上
に
生
き
る
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
の
意

識
を
持

ち
、
我
が

事
と
し
て

捉
え
、
自

分
の
で
き

る
こ
と
を

実
践
す
る

重
要
性
を

述
べ
、
こ

れ
か
ら
の

継
続
的
な

行
動
を
呼

び
か
け
た
。

植木安弘教授の基調講演

黒住宗道理事の開会挨拶
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人
身
取
引
防
止
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
～
海
外
編
～

　

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
３
月
26

日
、「
人
身
取
引
防
止
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
～
海
外
編

P
a
r
t
２
～
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

２
０
２
１
年
７
月
17
日
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
フ
ィ
リ
ピ
ン

委
員
会
と
共
催
で
行
っ
た
学
習
会
に
続
い
て
２
回

目
の
開
催
と
な
る
。『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
学
ぶ
人

身
取
引
』
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
の
宗
教
者
ら
約
１

０
０
人
が
参
加
し
た
。
今
回
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本

委
員
会
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
委
員
会
の
共

催
、
ル
マ
・
ハ
ラ
パ
ン
（
Ｇ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の
協
力
に

よ
る
も
の
。

　

総
合
司
会
を
小
宮
山
延
子
師
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

が
務
め
、
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
宍
野
史
生
責
任

者
（
扶
桑
教
管
長
）
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
人
身
取
引
の
問
題

に
取
り
組
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
母
体
と
し

た
団
体
「
ル
マ
・
ハ
ラ
パ
ン
」
の
活
動
を
映
像
で

紹
介
。
地
域
で
女
性
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
事
件
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
年
に
同
団

体
を
立
ち
上
げ
、
警
察
、
政
府
、
教
会
と
連
携
し

な
が
ら
被
害
者

保
護
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
先

の
劣
悪
な
環
境

に
よ
る
自
殺
者

や
雇
用
主
か
ら

の
暴
力
に
よ
り

亡
く
な
っ
た
出

稼
ぎ
労
働
者
の

遺
体
を
故
郷
へ
送
り
届
け
る
取
り
組
み
も
紹
介
さ

れ
た
。

　

次
に
、
被
害
者
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と

し
て
20
代
女
性
の
経
験
が
映
像
で
語
ら
れ
た
。
彼

女
は
小
学
校
卒
業
後
、
出
稼
ぎ
労
働
者
を
斡あ

っ

旋せ
ん

す

る
仲
介
人
の
勧
誘
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
き
、
９
年

間
の
無
給
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。
雇
用
主
か
ら
の

暴
力
や
脅
し
も
絶
え
ず
、
故
郷
に
帰
り
た
い
と
相

談
し
て
も
、
取
り
合
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
携
帯
電
話
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
故
郷
や
外

部
と
の
連
絡
を
取
る
手
段
が
絶
た
れ
て
い
た
。
そ

の
後
、
新
た
に
雇
わ
れ
た
家
政
婦
へ
相
談
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
警
察
や
大
使
館
へ
助
け
を
求

め
、
彼
女
は
救
出
さ
れ
た
。
帰
国
後
も
、
マ
レ
ー

シ
ア
に
女
性
を
送
っ
た
仲
介
人
の
家
族
か
ら
パ
ス

ポ
ー
ト
や
預
金
通
帳
を
盗
ま
れ
る
な
ど
詐
欺
被
害

に
遭
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
被
害
に
遭
う
労
働
者
が
多

く
い
る
と
い
う
。
女
性
が
被
害
届
を
提
出
し
た
こ

と
で
、
仲
介
人
の
家
族
は
実
刑
を
受
け
、
昨
年
11

月
に
彼
女
は
ル
マ
・
ハ
ラ
パ
ン
に
保
護
さ
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
加
瀬
育
代
氏
（
立
正

佼
成
会
）
が
登
壇
。
同
団
体
の
弁
護
士
を
し
て
い

る
エ
ス
タ
ー
・
マ
ン
タ
オ
ン
氏
が
回
答
し
た
。

　

続
い
て
、参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

感
想
を
共
有
し
た
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
と
は
遠

い
国
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
学
ん
だ
こ
と
で

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」「
二
重
被
害
に
遭
わ
れ
る
方

が
い
る
の
を
知
っ
て
心
が
痛
ん
だ
。
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
支
援
も
あ
る
と
伺
っ
た
の
で
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
リ
ヤ
ン
ト
神
父
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
委
員
会
議
長
）
が
閉
会
挨

拶
を
述
べ
た
。

　

青
年
部
会
は
３
月
５
日
、『
心
と
社
会
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
～
見
え
な
い
壁
が
見
え
て
く
る
～
』
を

テ
ー
マ
に
公
開
学
習
会
を
開
催
し
、
青
年
部
会
幹

事
、
関
係
者
な
ど
50
人
が
参
加
し
た
。

　

青
年
部
会
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
国
連
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（SD
Gs

）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
、「
人
や

国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」（SD

Gs 10

）
や
「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」（SD

Gs 11

）
に
焦

点
を
当
て
、
障
が
い
者
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
、社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
司
会
は
眞
壁
希
予
幹
事

（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外
グ
ル
ー
プ
）が
務
め
た
。

　

冒
頭
、
八
坂
親
准
幹
事
（
中
山
身
語
正
宗
青
年

本
部
長
）が
開
会
挨
拶
を
述
べ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害

平
等
研
修
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
「
障
害
平
等
研
修

（
Ｄ
Ｅ
Ｔ
）」が

行
わ
れ
た
。

演
習
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー

は
障
が
い
者

が
務
め
た
。

　

メ
イ
ン
フ

ァ
シ
リ
テ
ー

青
年
部
会 

公
開
学
習
会
開
催

エスター・マンタオン氏

Ⓒ障害平等研修フォーラム
車イスに乗った女性の絵
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タ
ー
の
谷
内
孝
行
氏（
桜
美
林
大
学
准
教
授
）は
、

「
障
が
い
と
は
何
か
」「
障
が
い
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
」を
参
加
者
へ
問
い
か
け
な
が
ら
演
習
を
進
行
。

参
加
者
は
、
車
イ
ス
に
乗
っ
た
女
性
の
絵
や
障
が

い
者
が
多
数
派
で
あ
る
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
主

人
公
が
移
動
す
る
映
像
か
ら
、
障
が
い
者
が
日
常

生
活
で
直
面
す
る
問
題
を
知
り
、
障
が
い
と
は
当

事
者
が
持
つ
も
の
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
あ
る
障

壁
も
障
が
い
で
あ
る
と
体
感
し
た
。

　

続
い
て
谷
内
氏
は
、
多
様
性
の
あ
る
共
生
社
会

を
作
り
上
げ
る
行
動
と
し
て
、
社
会
環
境
を
変
え

る
こ
と
の
重
要
性
と
、
当
事
者
の
声
を
き
く
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
身
の
回
り
の
現
状
を
分
析
し
、「
聴
覚

障
が
い
者
が
困
っ
て
い
た
ら
、
ス
マ
ホ
の
メ
モ
で

対
応
す
る
」
な
ど
、
身
近
で
で
き
る
具
体
的
な
実

践
を
考
え
、
発
表
し
た
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｔ
の
最
後
に
、
谷
内
氏
は
『
法
律
か
ら
捉

え
る
「
合
理
的
配
慮
」』を
テ
ー
マ
に
、
障
害
者
差

別
解
消
法
に
つ
い
て
解
説
。「
合
理
的
配
慮
」
と

は
、
社
会
的
障
壁
に
よ
る
機
会
の
不
平
等
を
な
く

す
た
め
、
障
が
い
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
障
壁
の

除
去
に
努
め
る
こ
と
で
、
行
政
機
関
等
の
み
に
法

的
義
務
と
な
っ
て
い
た
が
、
法
改
正
に
よ
り
民
間

事
業
者
も
義
務
化
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。最
後
に
、

小
林
隆
真
幹
事
（
比
叡
山
延
暦
寺
）
が
閉
会
挨
拶

を
述
べ
、
学
習
会
を
終
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
障
が

い
を
持
つ
方
だ
っ
た
の
で
、
空
想
的
な
話
に
な
ら

ず
、
現
実
味
の
あ
る
体
験
や
実
践
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
障
が
い
者
に
何
か
し
て
あ
げ
る
、
で
は

な
く
自
分
が
変
わ
れ
ば
価
値
観
や
で
き
る
こ
と
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
少
し
わ
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

青
年
部
会 C

コ

ミ

ュ

ニ

ハ

ー

ト

om
m

uniHeart 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
「
わ
た
し
と
“
社
会
”」
―

　

第
４
回 Com

m
uniH

eart 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
４
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
、「
女
性
と
社
会
」「
女
性
の
生
き
方
」「
諸
宗
教

の
女
性
観
」
の
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
女
性

が
抱
え
る
課
題
や
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
、
女

性
の
尊
厳
に
着
眼
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を

交
え
な
が
ら
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
と

向
き
合
っ
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
現
代
以
上
に
女
性
が
自

由
を
享
受
で
き
る
時
代
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

自
由
で
あ
る
が
故
の
悩
み
が
あ
る
。
ま
た
、
依
然

と
し
て
あ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
女
性
像
に
縛
ら

れ
、
自
ら
の
可
能
性
に
制
限
を
か
け
る
女
性
も
少

な
く
な
い
。

　
「
女
性
の
生
き
方
」で
は
、
５
人
の
女
性
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

を
収
録
し
た

動
画
を
紹

介
。
専
業
主

婦
で
２
児
の

母
、
国
際
的

キ
ャ
リ
ア
を

積
み
国
際
結

婚
を
し
た

人
、
結
婚
に

拘
ら
ず
仕
事
に

生
き
が
い
を
持

つ
人
、
結
婚
し

て
里
子
を
迎
え

た
人
、
男
性
で

あ
る
こ
と
に
違

和
感
を
感
じ
女

性
に
な
っ
た
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
全
く
異
な
る
立
場
か
ら
人
生
の
選
択
や
女
性

の
生
き
づ
ら
さ
を
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
動
画
を

見
た
参
加
者
か
ら
は
「
女
性
の
生
き
方
は
選
択
肢

が
あ
り
過
ぎ
、
そ
の
分
悩
み
も
多
い
と
少
し
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
思
っ
て
い
た
が
、
逆
に
選
択
肢
が
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
性
も
広
が
る
の
だ
と
思

っ
た
」「
女
性
だ
か
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
一
筋

の
光
を
頼
り
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
「
諸
宗
教

の
女
性
観
」で
は
、
仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
女
性
宗
教

者
が
登
壇
し
、
各
宗
教
に

お
い
て
女
性
が
表
現
す
る

も
の
や
立
場
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
参
加
者
は
「
女

性
が
と
て
も
大
切
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」「
女
性
宗
教
者
は
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
だ
が
、
可
能
性

を
感
じ
た
」「
そ
れ
ぞ
れ
の

宗
教
に
女
性
だ
か
ら
こ
そ

の
重
要
性
が
あ
っ
た
」
な

ど
と
感
想
を
発
表
し
た
。

神道の女性観について語る櫻本坊
の巽安寿師

インタビュー動画に出演した性善寺
の柴谷宗叔師

分かち合いの時間をたっぷりとりました♪
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い
の
ち
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」
を
開
催

　

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
４
月
２
日
、
埼

玉
県
所
沢
市
に
あ
る
里
山
を
会
場
に
「
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
」
を
開
催
し
、
日
本
委
員
会
関
係
者
と
そ
の

家
族
な
ど
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
２
０
１
７
年
か
ら
、
地

元
の
「
堀
口
天
満
天
神
社
周
辺
緑
地
を
守
る
会
」

と
協
定
を
結
び
、
約
１
万
㎡
の
山
林
で
、「
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
い
の
ち
の
森
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

里
山
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ
ま
で
、

堆
積
竹
の
焼
却
や
園
路
整
備
、
植
樹
と
定
期
的
な

下
草
刈
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
里
山

の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
回
の
「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
る
と
い
う
作
業
を
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

森
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の

森
づ
く
り
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の

環
境
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
。

　

同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
運
営
委
員
で
秩
父
神
社
宮

司
の
薗
田
稔
師
が
あ
い
さ
つ
の
後
、
タ
ケ
ノ
コ
の

掘
り
方
の
講
習
を
兼
ね
て
試
し
掘
り
を
行
い
、
薗

田
師
が
掘
り
上
げ
る
と
参
加
者
か
ら
は
「
お
ー

っ
！
」
と
の
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

参
加
者
は
春
の
陽
気
の
中
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
に

汗
を
流
し
、「
タ
ケ
ノ
コ
、
見
つ
け
た
」「
い
っ
ぱ

い
掘
れ
た
！
」
と
元
気
な
声
が
里
山
に
響
き
渡
っ

た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
で
立
正
佼
成
会
調
布
教
会
長
の
田
爪
希
依
師

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
大
変
さ

を
体
験
し
、
日
ご
ろ
食
卓
で
い
た
だ
く
食
べ
物
の

あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と

述
べ
た
。

　

今
回
の
「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」
に
は
37
人
が
参
加

し
、
約
50
本
の
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
上
げ
た
。

　

２
０
１
６
年
度
よ
り
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支

援
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
）
と
共
同
で
「
シ
リ
ア
難
民
留

学
生
受
入
れ
事
業
」
を
実
施
し
て
き
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
シ
リ
ア
国
内
の
内
戦
に
よ
り
、

難
民
を
最
も
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
ト
ル
コ
で
高

校
卒
業
の
資
格
を
持
つ
学
習
意
欲
の
高
い
シ
リ
ア

人
青
年
を
対
象
に
公
募
し
、
関
係
各
省
庁
と
も
調

整
、
協
力
の
上
で
実
施
し
て
い
る
市
民
社
会
主
導

に
よ
る
難
民
受
け
入
れ
事
業
だ
。

　

現
在
は
、
パ
ス
ウ
ェ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
そ
の

事
業
を
引
き
継
ぎ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
２

０
１
６
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
、
こ
れ
ま
で
24
人

を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
３
月
下
旬
、
本
事
業
の
５
期
生

と
な
る
留
学
生
７
人
が
来
日
し
た
。

　

５
期
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

や
そ
の
水
際
対
策
に
よ
り
、
１
年
以
上
の
待
機
期

間
を
経
て
の
来
日
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
日
本
語
学
校
に
通
い
、
進
学
や
就
職
を

目
指
す
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
共
同
実
施

団
体
と
し
て
、
５
期
生
の
日
本
語
学
校
卒
業
ま
で

様
々
な
支
援
を
行
う
。

シ
リ
ア
難
民
留
学
生
受
入
れ
事
業５

期
生
来
日

タケノコ掘ったよ

掘り上げたタケノコを掲げる薗田師
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平
和
研
究
所
の
第
９
回
研
究
会
が
３
月
29
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、西
原
廉
太
副
所
長（
立

教
大
学
総
長
）
が
『
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
そ
の
背
景
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
』
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
教
会
史
的

論
点
の
再
確
認
と
し
て
、
２
０
１
８
年
12
月
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
が
ロ
シ
ア
正
教
会
か
ら
独
立
す

る
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
２
０
０
９
年
２
月
に
モ
ス
ク
ワ

総
主
教
と
し
て
着
座
し
た
キ
リ
ル
１
世
（
ロ
シ
ア

正
教
）
の
標
準
的
な
考
え
方
は
、「
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
家
は
同
じ
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
心
は
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
と
な
る
。
こ

の
見
解
は
、（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
前
の
）
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
言
葉
と
見
事
に
重
な
る
」

と
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
側
と
し
て
は
、

「
ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
異
な
る
民
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
独
立
し
た
教

会
を
形
成
す
る

こ
と
が
正
し
い

と
考
え
て
い

る
」と
語
っ
た
。

　

そ
の
た
め

に
、プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
を
、

「
ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
精
神
的
統
一
に

対
す
る
攻
撃
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
し
、「
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
我
々
自
身
の
歴

史
、
文
化
、
精
神
的
空
間
の
譲
れ
な
い
一
部
』
だ

と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
彼
の
精
神
的
空

間
で
あ
り
、
千
年
以
上
に
わ
た
る
ロ
シ
ア
の
宗
教

史
に
根
差
し
た
言
葉
で
あ
る
」
と
述
べ
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
行
動
の
背
景
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
二
つ
の
「
異
な
る
正
教
の
考
え
方
」

が
存
在
す
る
以
上
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
攻
・
紛
争
を
解
決
す
る
の
は
、「
共
通
の
歴
史

的
運
命
」
を
持
つ
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
た
。

　

一
方
で
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
司
祭
ら
が
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
即
時
停

止
と
和
解
を
求
め
る
公
開
書
簡
を
発
表
し
、「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
兄
弟
姉
妹
が
不
当
に
受
け
た
試
練
を
嘆

く
」
と
し
て
、
３
月
８
日
ま
で
に
長
司
祭
や
司
祭

ら
２
８
６
人
が
署
名
し
た
と
い
う
情
報
な
ど
も
紹

介
し
た
。

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
度
の
第
１
回
研
究

会
が
４
月
19
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
ホ

ア
ン
・
マ
シ
ア
所
員
（
元
上
智
大
学
教
授
）が
『
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
わ
れ
わ
れ
皆
兄
弟
」
に
み
る

戦
争
反
対

論
』
と
題
し

て
発
表
し

た
。　
　

　

マ
シ
ア
所

員
は
ま
ず
、

教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の

「
わ
れ
わ
れ

は
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
物
語
の
教
訓
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
復
活
祭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
聖
書

に
あ
る「
カ
イ
ン
は
弟
ア
ベ
ル
に
襲
い
掛
か
っ
て
、

彼
を
殺
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、「
昔
か
ら
の
戦
争

の
教
訓
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
類
の
〝
大
き
な
忘

れ
も
の
〟
が
原
因
」
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

そ
し
て
、「
人
類
は
み
な
兄
弟
姉
妹
。
社
会
的
な

友
愛
と
、
違
う
者
と
の
出
会
い
を
目
指
し
、
あ
ら

ゆ
る
葛
藤
的
対
立
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
も
対
話

に
よ
る
解
決
を
歩
み
た
い
」
と
明
言
。
さ
ら
に
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
平
和
と
は
『
作
り
出
す
も

の
』
で
あ
り
、
誰
も
が
そ
れ
に
関
与
し
、
そ
の
役

目
は
終
わ
る
こ
と
は
な
い
（Fratelli tutti. nn. 

227

－232

）」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、

「
宗
教
者
の
役
割
は
こ
の
言
葉
が
す
べ
て
示
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
和
解
を
進
め
て
い
く
に
は
「
ゆ
る
し
」

が
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
忘
れ
る
こ
と
」

で
は
な
い
と
い
う
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
メ
モ
リ
ー
」

平
和
研
究
所 

第
９
回
研
究
会

西
原
廉
太
副
所
長

平
和
研
究
所 

令
和
４
年
度
第
１
回
研
究
会

ホ
ア
ン
・
マ
シ
ア
所
員

西原副所長

マシア所員のレジュメから
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に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

最
後
に
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
（
１
９
３
６
年
～
１

９
３
９
年
）
と
そ
の
歴
史
に
触
れ
た
。

　

気
候
正
義
の
た
め
の
宗
教
間
会
議
が
４
月
21

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
１
１
６
人
が
参

加
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
イ
ス

（GreenFaith

）主
催
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
、

創
価
学
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
気
候
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
共
催
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
エ
フ
・
オ
ー
・

イ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
（FoE Japan

）、
国
際
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ 350.org Japan

協
力
の
も
と
、気
候
変
動
の

脅
威
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
精
神
的
な
知
恵
と

価
値
観
を
反
映
し
た
気
候
変
動
対
策
を
人
々
に
呼

び
か
け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
か
ら
は
、
田
中
庸
仁
・

気
候
危
機
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
責

任
者
（
真
生
会

会
長
）、三
宅
善

信
理
事
（
金
光

教
春
日
丘
教
会

教
会
長
）、八
坂

憧
憲
・
気
候
危

機
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
（
中
山
身

気
候
正
義
の
た
め
の
宗
教
間
会
議

W
C
R
P
5
月
20
日
号
令
和
四
年
五
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
一
一
号
発
行
人
・
植
松
誠

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

し
い
」
と
談
笑
す
る
家
庭
の
声
が
曲
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
く
る
。

《
５
月
》

４

－

13 

日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
調
査
（
篠
原
祥

啓
事
務
局
長
、
モ
ル
ド
バ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ス
ロ
バ
キ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
）

７

－

８ 

日　

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス 

フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
ジ
ア
学
院
／
那

須
塩
原
市
）、
８
日 

第
１
回
会
合

12
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
い

の
ち
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
（
埼

玉
・
所
沢
）�

＊
26
日
も
開
催

14
日　

 

青
年
の
集
い
（
東
京
・
杉
並
）

16
日　

 

人
身
取
引
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス　

第
１
回
会
合

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

17
日　

 

平
和
研
究
所
第
２
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

19
日　

評
議
員
選
定
委
員
会

23
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
兵
器
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

第
１
回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

24
日　

 

監
査
（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

29
日　

 

青
年
部
会Com

m
uniH

eart

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
５
回
プ
ロ
グ
ラ
ム

30
日　

総
合
企
画
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

語
正
宗
本
部
長
）
が
登
壇
し
、
祈
り
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
述
べ
た
。

　

会
議
で
は
、
江
守
正
多
氏
（
東
京
大
学
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・
国
立
環
境
研
究
所

上
級
主
席
研
究
員
）が
「
気
候
の
危
機 

科
学
的
な

最
新
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
発
題
。
気
候
変
動
の
緊

急
事
態
と
日
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
学
び
を
深
め

た
。
ま
た
、
飯
田
真
弓
氏
（
地
球
環
境
戦
略
研
究

機
関
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
部
門
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
や
桃
井
貴
子
氏
（
気
候
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
事
務
所
長
）
が
登
壇
し
、
日
本

の
政
府
や
金
融
機
関
に
よ
る
気
候
変
動
政
策
の
転

換
の
必
要
性
や
脱
石
炭
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
急
速
な
普
及
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
草
の
根
運
動
団
体

の
リ
ー
ダ
ー
が
登
壇
し
、
日
本
の
石
炭
発
電
所
へ

の
海
外
融
資
の
悪
影
響
に
つ
い
て
訴
え
た
。
最
後

に
、
参
加
者
へ
気
候
変
動
を
止
め
る
た
め
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
漢
字
２
文
字
で
表
し
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

い
の
ち
の
森
で
採
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
。
調
理
す
る

姿
や
音
、
食
べ
る
際
に
聞
こ
え
る
咀
嚼
音
、「
美
味

筍
奏
（
し
ゅ
ん
そ
う
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-
* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-

祈りを捧げる田中師


